
一 般 質 問

議

員
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
お
よ
び

金
融
教
育
の
重
要
性
と
は
。

教
育
長

金
融
教
育
の
役
割
は
、
学

校
教
育
は
も
ち
ろ
ん
、
大
人

の
学
習
機
会
の
必
要
性
も
高

ま
っ
て
い
る
。

特
に
成
人
年
齢
の
18
歳
引

き
下
げ
に
伴
い
、
保
護
者
の

同
意
も
な
く
ロ
ー
ン
が
組
め

る
な
ど
、
借
り
た
お
金
は
返

済
す
る
と
い
う
自
立
し
た
消

費
者
と
し
て
の
能
力
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

教
育
長

小
学
校
で
は
主
に
５
・
６

年
の
家
庭
科
「
物
や
お
金
の

使
い
方
」
の
単
元
で
、
中
学

校
で
は
２
学
年
の
家
庭
科
に

お
い
て
、
消
費
生
活
と
契
約

に
つ
い
て
学
習
す
る
。

議

員
大
人
に
対
す
る
取
組
は
。

教
育
長

こ
れ
ま
で
の
開
催
例
と
し

て
は
、
金
融
関
係
者
を
講
師

と
し
て
招
き
、
資
産
形
成
、

相
続
を
学
ぶ
「
基
礎
か
ら
学

ぶ
マ
ネ
ー
講
座
」を
実
施
し
た
。

金融教育金融教育

金
融
教
育
の
小
中
学
校
や
大
人
へ
の
取
組
は

金
融
教
育
の
小
中
学
校
や
大
人
へ
の
取
組
は

町
学
校
教
育
は
も
ち
ろ
ん
大
人
の
学
習
機
会
の
必
要
性
も
高
ま
っ
て
い
る

学
校
教
育
は
も
ち
ろ
ん
大
人
の
学
習
機
会
の
必
要
性
も
高
ま
っ
て
い
る

現
代
社
会
で
は
、「
お
金
」

は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係

に
あ
り
、
金
融
教
育
が
注
目

さ
れ
て
い
る
が
、「
金
融
教

育
」
と
は
。

教
育
長

「
金
融
教
育
」
は
、
お
金

や
金
融
の
は
た
ら
き
を
理
解

し
、
よ
り
豊
か
な
生
活
や
よ

り
よ
い
社
会
づ
く
り
に
向
け

て
、
主
体
的
に
行
動
で
き
る

態
度
を
養
う
教
育
で
あ
る
。

議

員
小
中
学
校
に
お
け
る
具
体

的
な
取
組
は
。
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一 般 質 問

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
令
和

５
年
度
の
物
価
高
騰
対
応
重

点
支
援
給
付
金
が
住
民
非
課

税
世
帯
な
ら
び
に
住
民
税
均

等
割
の
み
の
世
帯
に
10
万
円

給
付
し
て
い
る
。

今
年
度
新
た
に
住
民
税
非

課
税
世
帯
あ
る
い
は
住
民
税

均
等
割
の
み
の
世
帯
に
該
当

し
た
世
帯
に
も
10
万
円
、
子

ど
も
一
人
５
万
円
の
給
付
を

行
う
の
で
、
水
道
料
金
も
含

め
て
、
光
熱
費
、
食
糧
費
な

ど
生
活
全
般
に
係
る
家
計
の

支
援
は
、
国
の
給
付
金
制
度

を
通
し
て
適
切
に
措
置
さ
れ

て
い
る
と
考
え
る
。

議

員
障
害
者
親
の
会
な
ど
の
意

見
も
重
要
で
は
。

民
生
課
長

保
健
・
福
祉
総
合
相
談
室

を
始
め
役
場
の
窓
口
に
は
、

日
々
、
多
く
の
ご
意
見
を
い

た
だ
い
て
い
る
。

「
障
害
者
親
の
会
」
な
ど

の
意
見
を
知
る
こ
と
は
、
重

要
と
考
え
て
い
る
た
め
、
今

後
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
り
、
様
々
な
ご
意
見
を

お
聞
き
し
な
が
ら
、
お
互
い

の
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
継

続
す
る
。

も
国
の
動
向
を
注
視
し
、
ど

う
あ
る
べ
き
か
を
考
え
て
い

く
。議

員
水
道
料
金
の
減
免
に
つ
い

て
、「
住
民
税
非
課
税
世
帯

や
均
等
割
の
み
の
世
帯
へ
10

万
円
等
の
給
付
が
あ
る
の
で

減
免
は
実
施
し
な
い
」
と
３

月
定
例
会
で
答
弁
が
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
が
、
社
会
的
弱

者
に
届
い
て
い
る
か
。

町

長
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
の

生
活
支
援
は
、
国
の
セ
ー
フ

こ
の
た
め
、
広
報
さ
か
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
国
が
作
成

し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど
で

民
間
事
業
者
に
周
知
を
行
う

と
と
も
に
、
障
害
の
あ
る
人

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
や
相

談
事
例
な
ど
を
具
体
的
に
紹

介
し
、「
合
理
的
配
慮
」
ひ

い
て
は
地
域
共
生
社
会
へ
の

理
解
の
浸
透
を
図
る
。

議

員
町
内
各
団
体
の
会
合
な
ど

で
プ
リ
ン
ト
配
布
・
告
知
な

ど
実
践
に
つ
な
が
る
よ
う
な

丁
寧
な
周
知
を
し
て
は
。

民
生
課
長

広
報
さ
か
・
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
は
も
と
よ
り
、
各
団
体
に

は
、
啓
発
チ
ラ
シ
を
作
成

し
、
会
合
の
時
に
告
知
し
て

も
ら
う
こ
と
を
検
討
す
る
。

支援給付支援給付

子
育
て
世
帯
・
社
会
的
弱
者
に
対
す
る
支
援
は

子
育
て
世
帯
・
社
会
的
弱
者
に
対
す
る
支
援
は

町
国
の
給
付
金
制
度
を
通
し
て
適
切
に
措
置
さ
れ
て
い
る

国
の
給
付
金
制
度
を
通
し
て
適
切
に
措
置
さ
れ
て
い
る

地域共生社会地域共生社会

合
理
的
配
慮
の
提
供
の
義
務
化
へ
の
対
応
は

合
理
的
配
慮
の
提
供
の
義
務
化
へ
の
対
応
は

町
地
域
共
生
社
会
へ
の
理
解
の
浸
透
を
図
る

地
域
共
生
社
会
へ
の
理
解
の
浸
透
を
図
る

保
育
料
の
完
全
無
償
化
は
。

町

長
本
町
の
子
育
て
支
援
策

は
、
こ
ど
も
医
療
費
助
成
制

度
を
拡
大
・
充
実
し
、
保
育

園
・
こ
ど
も
園
・
小
中
学
校

の
令
和
６
年
４
月
か
ら
７
月

ま
で
の
給
食
費
を
無
償
化

し
、
物
価
高
騰
に
よ
る
給
食

費
値
上
げ
相
当
分
の
助
成
を

今
年
度
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
小
中
学
校
の
教
育

環
境
の
整
備
を
積
極
的
に
行

う
な
ど
、
優
先
順
位
を
つ
け

な
が
ら
総
合
的
に
実
施
し
て

い
る
。

保
育
料
の
無
償
化
は
、
国

の
制
度
に
よ
り
、
実
施
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後 柚木　喬　議員

「
合
理
的
配
慮
の
提
供
の

義
務
化
」
へ
の
行
政
と
し
て

の
関
わ
り
や
対
応
は
。

町

長
本
年
４
月
１
日
か
ら
「
障

害
者
差
別
解
消
法
」
が
改
正

さ
れ
、
こ
れ
ま
で
民
間
事
業

所
に
は
努
力
義
務
で
あ
っ
た

障
害
の
あ
る
人
に
対
す
る

「
合
理
的
配
慮
」
が
義
務
付

け
ら
れ
た
。

対
象
と
な
る
民
間
事
業

者
・
企
業
は
も
ち
ろ
ん
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
地
域
の

任
意
団
体
も
含
ま
れ
る
な

ど
、
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の

こ
と
と
し
て
関
わ
っ
て
い
く

こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

中川　ゆかり　議員

ありがとう

給付金制度でハッピー家族
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